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未
だ
青
春
と
叫
ぶ
の
は
気
分
と
表
現
の
世

界
だ
け
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働
け
ば
豊
か
な
時
代
も
あ
っ
た
。

若
者
た
ち
の
青
春
と
愛
を
奏
で
る
日
本
の
歌

も
心
地
よ
く
聞
こ
え
て
はい
た
。

今
、年
輪
の
数
と
と
も
に
彼
ら
メッ
セ
ン
ジャ
ー

の
奏
で
る
歌
も
折
に
つ
け
わ
が
青
春
の
風
景

が
甦
り
、想
い
を
綴
る
も
深
夜
の
楽
し
み
。

消
し
て
は
書
き
、消
し
ゴ
ム
と
ノ
ー
ト
が
い
ら

な
い
テ
ク
ノロ
ジ
ー
、ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
大
河
の

源
流
の
ご
と
く
活
字
が
湧
き
出
で
る
。「
乾

坤
一
擲
」の
四
文
字
熟
語
と
出
会
っ
た
の
は
こ

の
年
に
し
て
初
め
て
の
こ
と
。

読
め
と
言
わ
れ
れ
ば
発
想
逞
し
く
”ケ
ン
コ
ン

イ
ッ
テ
キ
”読
む
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
書
け
と

言
わ
れ
て
、ス
パッ
と
書
け
る
の
は
ク
イ
ズ
番

組
の
常
連
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。

お
か
げ
さ
ま
で
老
兵
に
と
っ
て
パ
ソ
コ
ン
は
言

葉
の
泉
で
あ
る
。六
十
年
代
の
青
年
期
を
彷

徨
っ
た
時
代
を
振
り
返
り
つ
つ
今
を
生
き
る

者
と
し
て
、「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で

な
く
、心
の
持
ち
方
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
に

今
更
な
が
ら
実
感
す
る
。
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こ
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も
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　投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、
短
歌
・
俳

句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。
必
要
な
場
合

は
、
ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
野外で米粉料理　第1回　米粉のホワイトソースでドリア作り野外で米粉料理　第1回　米粉のホワイトソースでドリア作り
　10月27日、立神峡公園において、野外で米粉料理の第１回目「米粉のホワイトソースでドリア作り」を行い、3人
の参加と1組のご夫婦の見学がありました。
　米粉を使ったことはあるが、ホワイトソースを作ったことがない参加者に、材料を計量することから始め、冷た
いままの牛乳に米粉を投入し、泡立て器で「だま」が無くなるまで溶いてもらいました。その後、フライパンに移し
火に掛け、とろみが出るまで混ぜてもらい、味付けをして完成。

田んぼの学校　東陽小学校〈脱穀〉田んぼの学校　東陽小学校〈脱穀〉
　11月7日、東陽小学校児童による、田んぼの学校の最終工程『脱穀』を行いました。
　今年は運が良い事に、イノシシと害虫の被害もほとんど無く、例年に比べかなりの収穫量となりました。青空の下
で脱穀を行いたかったのですが、あいにくの雨ということもあって、里地屋敷の母屋内で行いました。
　一人2束ずつ稲穂を納屋から母屋へ運び、1束は千歯こきに、もう1束は手や割り箸ですいたりと、にぎやかな脱穀
になり、自分たちで田起こしから頑張ったもち米を、きれいに粒を残さないように、慎重に作業を行っていました。束
から解いてしまい、片付けが大変でしたが、互いに協力し合い、あっという間に片付けていました。足踏み脱穀機も

イイベベ ンントト情情 報報

▲頭いいな～▲一粒も残さないようにするのは大変

▲米粉のホワイトソース▲おいしく出来るかな～？

見学し、「唐箕（とうみ）」を使用した
時は、目を見開いて興味津々のまな
ざしでした。
　約1年を通しての作業でしたが、
今と昔の違いをしっかりと感じてく
れたことと思います。さまざまな工
程を機械が行う時代ですが、古くか
らの作業を体験する事の、大事さを
感じる田んぼの学校でした。

ミニ門松作りミニ門松作り

◆日　時：12月7日（土）
　　　　　10時～12時（9時30分～受付）
◆場　所：立神峡公園管理棟
◆定　員：5組（10人程度）
◆参加費：1組  500円（1対）
◆準備物：軍手、飾り物（必要な人のみ）

　早いものでもう師走、そろそろお正月準備の時期で
すね。立神峡公園では、公園内にあるモウソウダケやホ
ウライダケを使って、室内用ミニ門松を作ります。お正
月に手作り門松を飾って、新年を迎えませんか。

　竹の器にトマトソースライスを入れ、ホワ
イトソース、チーズの順に乗せて、ダッチ
オーブンで焼くこと10分。おいしそうな焦
げ目が付いたドリアの出来上がり。片付け
を早々に行い、ウッドデッキに集まり皆さん
でいただきました。「とてもおいしかった」
とお褒めの言葉をいただき、うれしく思い
ます。次回の米粉ピザが楽しみです。

パート･スタッフ募集パート･スタッフ募集
◆募集人員：1人（土･日･祝日勤務可能な人）
◆給　　与：日給5,600円（時給700円）
◆勤務時間：8時30分～17時30分（週3～4日程度）
◆勤務内容：来園者･宿泊者対応、宿泊施設の予約
　　　　　　受付、公園内施設の清掃
◆資　　格：パソコン（ワード･エクセル）で簡単な
　　　　　　事務作業ができる人
◆応募方法：履歴書を郵送または持参してください
問 立神峡公園管理組合　坂田


